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 大寄公民館・深谷公民館・豊里公民館では、今年度に実施を予定していた「サケの卵

の配布」につきましては、昨年度に続き、サケの漁獲量の減少により卵を確保すること

ができなくなったため、中止となりました。楽しみにしていたかたには大変申し訳ござ

いませんが、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 スポーツ庁から令和４年度生涯スポーツ功労者が決定され、スポーツ

の普及奨励のため、企画または指導に永年にわたりご尽力いただきま  

した 宮澤 達三 氏（高畑）が１0月１４日文部科学大臣から表彰され

ました。誠におめでとうございます。 

宮澤先生につきましては、多方面にわたり公民館事業にご協力いただ

き、また、公民館運営審議会委員長として大変お世話になっております。

いつもありがとうございます。 

募 集 人 数  親子１０組 計２０人 

講 師  澤永 芳子先生 

       全国和紙ちぎり絵・NHK文化センター さいたまアリーナ教室・ 

アリオ深谷カルチャーセンターなどの講師 

対 象  大寄地区在住の親子  

子ども：小学生以上、大人：２０歳以上のかた 

       ※おじいちゃん・おばあちゃんも参加可 

参 加 費  ５００円（親子２人分）※教室当日に集金します。 

問い合わせ  大寄公民館 ☎５７１－０３４１ 

１３００年の歴史ある日本伝統の和紙で、ちぎり絵を制作しクリスマスとお正月を彩ってみませんか 

手先を使うことで集中力を養う脳トレにもなります。親子で、またはおじいちゃん・おばあちゃんと  

お孫さんでぜひ、ご参加ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 二胡の美しい音色が、心地よく身体に伝わり、芸術の秋を満喫できたかと思

います。清風亭のモダンな内装のなか、優しい音源は癒しの空間に包まれまし

た。当日の録画を公民館ロビーで放映しておりますので、お立ち寄りください。 

 

 秋晴れの絶好なハイキング日和のなか、大沼一周と覚満淵散策およそ６Kmのコースを楽しみました。 

普段の散歩コースとは違って、黄色く色づきはじ 

めた木々に木漏れ日が織りなす林のなかを清々し 

い気持ちでハイキングができ、日ごろのストレス 

も忘れ、充実したスポーツの秋になりました。 

 秋の気配を感じながら、のどかな風景に渋沢栄一ゆかりの地を巡るウオーキングが行われ、たくさ

んのかたに参加いただきました。抽選会も喜んでいただき大盛

況でした。 

 自治会連合会大寄支会主催の「市長と語る集い」が行われました。小島市長から、子育て環境の整備、シニ

ア世代の福祉の充実、新型

コロナや物価高騰に係る経

済対策についてなどの講話

がありました。その後、大寄

地区の課題や要望につい

て、積極的な意見交換が行

われました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０日（木）第２回公民館運営審議会 午後３時～ 大会議室 

１９日（土）大寄地区歴史探訪講座 午前１０時～ 大会議室 

２２日（火）第８回自治会長会議 午後７時～ 大会議室 

《大寄地区の人口》 令和４年 １０月 １日現在 （ ）は前月

比 
男性  1,５３４人（ -４） 

女性  1,５５０人（ -３） 

合計  3,０８４人（ -７） 

世帯  1,２７２ （ -１） 

） 

 【使用済小型家電の収集日】 

９日（第２水曜日） 

【有害ごみの収集日】 

１８日（第３金曜日） 

と き  １１月２７日（日） 

※雨天時の実施は、各自治会の判断による 
 

収集するゴミ 

自治会内の道路、河川、住宅周辺に捨てられている 

空き缶、空き瓶、紙くずなどのゴミ 

※ごみゼロ運動では不法投棄物（タイヤ、バッテリー、

廃家電、消火器など）の回収は行いません。 
 
問い合わせ  環境衛生課 ☎５７８―７３３２ 

昨年度の募集作品のなかから、大寄地区のかたの作品をご紹介します。 

亡き祖父へ 
深谷中学校 ３年（現高校１年） 根岸 遥 

「ありがとう」このたった五文字の言葉を祖父はとても大切にしていました。ささいな事にも感

謝をし、決して後ろ向きにならずいつもプラスにプラスにと、物事を捉えていました。私はそんな

祖父に憧れを抱いていました。しかしそんな祖父が今月亡くなってしまいました。祖父からいつで

も前向きな姿勢や、何事にも挑戦する勇気など沢山のことを学びました。祖父のようにうまくはい

かないと思いますが、自分なりに今後生きていきたいです。「ありがとう」 

マイナンバーカードの申請用の写真撮影から申請

書の作成支援まで無料で実施します。 
 

と き：１１月３０日（水）まで（土・日曜、祝日含む） 

午前10時～午後５時（最終受付：午後４時） 

ところ：アリオ深谷３階 キララ上柴図書館前ロビー 

持ち物：詳しくは、市ホームページをご確認ください。 

問い合わせ 市民課 ☎５７３－３１５１ 

 

と き  １１月１１日（金）～１２月２５日（日） 

ところ  旧渋沢邸「中の家」、渋沢栄一記念館 

     尾高惇忠生家 

＜参加方法＞ 

① 栄一翁ゆかりの３施設で配布するスタンプ台紙

で参加 

② 「深谷市「論語の里アプリ」ガイド」で参加 

・スタンプを集めたかたには記念品を差し上げます。 

・スタンプ台紙の数に限りがあります。 

・記念品の交換は渋沢栄一記念館となります。 

 

と き  １１月１３日（日）５回実施 

（午前10時・11時・午後1時・２時・３時） 

定 員  各回２０名 

ところ  旧渋沢邸「中の家」 

参 加  無料 

申し込み  事前申込制 11月 11日（金）まで 

  平日午前9時～午後５時まで  

 ※詳しくは問い合わせへお電話ください。 

問い合わせ 渋沢栄一記念館 ☎５８７－１１００ 
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大
寄
村
の
寺-

⑨ 
円
能
寺
（天
台
宗 

普
光
山
徳
蔵
院
）高
畑 

 
 

平
成
六
年
に
は
、
日
中
・

太
平
洋
戦
争
戦
没
者
五
十
回

忌
を
契
機
と
し
て
、
戦
没
者

の
供
養
と
世
界
の
恒
久
平
和

を
祈
念
し
「
平
和
観
音
」
が

建
立
さ
れ
た
。
境
内
に
、
太

平
洋
戦
争
中
円
能
寺
に
、
東

京
市
国
民
学
校
初
等
科
四
年

生
、
男
女
二
十
数
名
が
学
童

疎
開
し
、
一
年
二
ヶ
月
集
団

生
活
を
し
た
。
平
成
二
十
七

年
（
二
〇
一
五
）
十
月
、
い

ち
ょ
う
植
樹
七
十
周
年
記
念

樹
の
プ
レ
ー
ト
が
寄
贈
設
置

さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
ち
ょ
う
は
、
戦
後
学
童

が
無
事
帰
京
し
た
日
を
記
念

し
て
植
樹
し
た
も
の
。 

 

深
谷
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
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荻
野 

勝
正 

の
地
名
、
伝
承
が
多
く
残
っ
て

い
る
。
六
弥
太
は
参
詣
の
と

き
、
鳥
井
畑
か
ら
始
ま
る
参
道

の
途
中
、
手
洗
橋
の
地
で
手
を

清
め
、
円
能
寺
で
休
息
し
て
か

ら
鷲
宮
神
社
を
参
拝
し
た
と

い
う
。 

 

伽
藍
は
本
堂
、
薬
師
堂
、
鐘

楼
、
山
門
か
ら
な
り
、
本
堂
は

昭
和
十
二
年
に
再
建
さ
れ
昭

和
三
十
八
年
に
改
築
さ
れ
て 

 

い
る
。 

 

 
 

山
門
前
に
「
天
海
僧
正
、

お
休
み
の
松
」
が
あ
り
ま
し

た
。
徳
川
家
康
の
篤
い
信
頼

を
得
て
い
た
天
海
僧
正
（
後

の
慈
眼
大
師
）
は
、
元
和
二

年
（
一
六
一
六
）
家
康
の
逝

去
後
秀
忠
の
命
を
受
け
、
川

越
喜
多
院
よ
り
世
良
田
の

長
楽
寺
へ
行
く
途
中
、
こ
の

地
で
休
息
し
た
と
伝
え
ら

て
い
る
。 

 

（
本
尊
）
阿
弥
陀
如
来 

当
寺
は
、
世
良
田
長
楽
寺

の
末
寺
。
弘
仁
元
年
（
八
一

〇
）
円
能
和
尚
（
開
祖
）
に

よ
り
創
建
さ
れ
た
。
天
和
二

年
（
一
六
八
二
）
火
災
に
よ

り
本
堂
等
を
焼
失
し
た
為
、

詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
同
三

年
再
建
さ
れ
た
。 

岡
部
六
弥
太
に
か
か
わ 

る
、
岡
部
田
や
御
供
田
な
ど 

少
年
の
ま
な
じ
り
き
り
り
今
年
米 
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